
硬式野球部・吹奏楽部
弓道部・商業部壮行会

７／８(月）、考査終了後、夏

の各大会に出場する生徒の壮行

会が生徒会主催で行われました

。今年は、弓道部（個人）と商

業部が全国大会に出場する快進

撃を見せ、みんなの思いがこも

った壮行会となりました。

当日は宇恵教頭先生の激励プレ

ゼンテーション、全国大会に出品

される商業部の作品「命を守る、

ボクたちの挑戦」を鑑賞した後、

生徒会副会長の大見卓摩君が激励

の挨拶を行いました。続いて弓道

部・商業部・吹奏楽部の各代表が

それぞれの決意を述べました。大会に出場する皆さんの健闘を

期待します。

生徒会副会長の激励

選手代表の決意表明
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球技大会、３年生が上位を独占！

７／１６(火）から３日間の日程で、校内球

技大会が開催されました。結果は以下のとおり

です。３年生は連帯感を高めるため、恒例のお

揃いＴシャツを製作し、試合に臨み、すべての

種目で優勝しました。運営にあたった生徒会執

行部、体育委員のみなさん、特別活動部の先生方ご苦労様でした。

女子バレーボール第66回 夏季球技大会結果

1位 ３ＡＢ、２位 ３Ｄ、３位 ３Ｃ

男子バレーボール 女子バドミントン

１位３Ｃ、２位２Ｃ、３位３ＡＢ １位 ３Ｄ 岩本 莉朋・阪本 里奈

２位 ３Ｃ 南 優惟・矢野 佑奈男子フットサル

１位３ＡＢ、２位２Ｂ、３位２Ｃ ３位 ２Ｃ 濵口 遙･鈴木 栄美

男子卓球 女子卓球

１位 ３Ｃ 小崎 朋大・坂本 龍哉 １位 ３Ｄ 長尾 安佑子・冨田 好香

２位 ３ＡＢ 岡地 星輝・中川 賢生 ２位 ２Ｄ 小川内 美咲・岡村 美於

３位 ３ＡＢ 須賀 崚太・中山 翔太 ３位 ２Ｄ 西之坊 未彩・和田 舞

［夏の短歌紹介：作者は穂村弘（歌人 ］）

☆自転車のサドルを高く上げるのが夏をむかえる準備のすべて

☆弟よ目覚まし時計を銀紙でくるめ夏休みの始まりだ

男子 フットサル

女子 卓球女子 バドミントン 男子 バレーボール

茶道部京都研修

茶道部は、６／２２(土）～６／２３（日）の二日間の日

程で京都研修を行いました。長旅にもかかわらず、京都市に

ある裏千家茶道会館では、みんな元気に茶道の基本姿勢や動

作、更にはおもてなしの心を学び、熱心にお稽古に励みまし

た。

また、七条にあるお店では和菓子作りも体験し、楽しく充

実したひとときを過ごしました。この体験を次のお点前にい

かしていきたいと思っています。

その道に入らんと思ふ心こそ

我身ながらの師匠なりけれ

「利休道歌（りきゅうどうか 」より）

一期一会を大切に 和菓子も作りました

８ 月 行 事８ 月 行 事

(月)～ (火) 年生学習合宿 (月)～ (金）夏季補習5 6 1.2 19 23

(月）～サテライン講座 (金) 年進学模試5 23 1.2

(水）登校日 (月)始業式・ブロック集合7 26

(木）オープンスクール (木)ブロック集合8 29

(金)就職本登録 (金)体育祭メンバー〆切13 30

(水)～ (金)夏季休業14 16

２学年第一回進路ガイダンス
６月２４日（月 、２学年）

生徒全員が進路ガイダンス

を受講しました。全体会で

は「２年生という時期が進

路を考える上でどのような

時期なのか」ということを

テーマに、目標設定の仕方、

２年生のうちにすべきこと

などについてお話を聞きました。また、その後の分科会で

は「就職 「公務員 「専門学校 「看護 「短大 「四大進」 」 」 」 」

学」に六つの分野に分かれて、それぞれが目標とする進路

にあわせた説明を受け、進路への思いを新たにしました。

県職（警察Ｂ）説明会
６月２４日（月）１５時３

０分から「県職（警察Ｂ 」）

の説明会 が行われました。

当日は、 古座校舎からも１

名の参加 があり、採用試験

の説明、合格から採用まで、

警察の仕 事、警察学校等に

ついて、 串本警察署２名の

警察官の方から分かりやすい説明を受けました。

分科会での一コマ（看護）

警察Ｂ説明会

２年生ピアエデュケーション
７／１１（木 、１２（金 、新） ）

宮保健所串本支所より講師の方々

を招き、２年生がクラス別にピア

エデュケーション（仲間教育）を

受講しました。性に関する正しい

知識を学び、若年者の望まない妊

。 、娠や性感染症を防ぐのがねらいです １限目に思春期の身体

妊娠のしくみ、避妊、性感染症等についてイラストやスライ

ドで説明を受け、２限目に避妊用具の説明や思春期に関する

問題をグループ別に話し合いました。

※ピアエデュケーション（仲間教育：若者の気持ちを受けと

め 「どうしたらいいか一緒に考え、具体的な問題解決行動、

を自ら決めていく」ことを支える手法）

ワークショップの様子


